様式第５号
提案書

	提案項目
	天神川流域下水道を中心とした複合バイオマス資源の有効活用

	提出日
	令和　　年　　月　　日

	事業名
	

	代表企業
	

	グループ　　　　構　成　企　業
	
	

	
	
	

	
	
	

	代表企業

担当者
	社　名
	

	
	所属

部署名
	

	
	担当者

氏名
	

	
	住所
	

	
	連絡先
	TEL：

	
	
	FAX：

	
	
	E-MAIL：


受付窓口

	〒６８０－８５７０

鳥取市東町一丁目２２０
鳥取県生活環境部くらしの安心局水環境保全課上下水道担当　：　石上、花嶋
　　TEL：０８５７－２６－７４１３　／　FAX：０８５７－２６－８１９４
　　E-mail：mizukankyouhozen@pref.tottori.lg.jp


　※関係資料もあわせてご提出をお願いします。

１．提案概要

	■事業の実施方針

	

	■施設コンセプト（ポイント）

	

	■期待される効果・サービス品質の向上等

	


２．実現性
	■提案内容

	

	■提案設備フロー

	【図】



	■事業の範囲

	

	【事業概要のイメージ図】



	■使用予定面積
	

	■使用予定場所
	

	【図】



	■提案設備の実績(稼動状況等の概要)

	

	■提案技術の安定的運転の確保

	

	■事業期間
	設計・建設期間    
	（　　　　）年間

	
	維持管理・運営期間
	２０　　年間

	■事業手法
	・民設民営
・ＰＦＩ方式（ＢＴＯ / ＢＯＴ / ＢＯＯ / ＲＯ）

・ＤＢＯ方式

・その他（　　　　　　　）

	■事業形態
	・サービス購入型　　・混合型　　・独立採算型

	■事業スキーム
	

	
	【事業スキームのイメージ図】


	■バイオマス資源利活用の内容
	資源①
	投入資源
	

	
	
	排出（保有）者
	

	
	
	投入量
	

	
	
	処理受託単価
	

	
	
	単価設定の考え方
	

	
	資源②
	投入資源
	

	
	
	排出（保有）者
	

	
	
	投入量
	

	
	
	処理受託単価
	

	
	
	単価設定の考え方
	

	
	資源③
	投入資源
	

	
	
	排出（保有）者
	

	
	
	投入量
	

	
	
	処理受託単価
	

	
	
	単価設定の考え方
	

	■バイオマス資源利活用方針の考え方
	

	■バイオマス資源利活用における影響等の分析、課題と対応策

（資源毎に記載）
	

	■バイオマス資源の利活用に伴う汚泥発生量や処理経費の増などに係る考察
	

	■官民リスク分担の考え方
	

	■法制度上の課題の有無（有の場合、対策案を記載すること）
	

	■汚水処理事業を行う県との関係・連携
	


３．経済性

	■資金調達計画
	出資金
	（　　）円

	
	国庫補助相当額
	（　　）円

	
	
	利用する国庫補助
（補助率）
	

	
	民間調達
※ＤＢＯの場合、記入不要
	（　　）円
借入金利（　　）％

	
	
	民間資金の導入状況
	

	■資金調達に関する課題（国庫補助金等）

	

	■県の財政負担額

（税込）
	現在価値換算前
	（　　）円　

	
	現在価値換算後
	（　　）円　※割引率（　　）％

	■事業費（税抜）
	事業期間総額
	（　　）円

	
	
	設計・建設
	（　　）円

	
	
	
	
	うち国庫補助相当額（　　）円

	
	
	維持管理・運営
	（　　）円

	■事業収支試算表

	事業期間中の事業の収支試算表を添付してください。
　※収支試算の項目は、「下水道事業におけるＰＰＰ／ＰＦＩ手法選択のためのガイドライン（案）」（国土交通省）中の「簡易な検討の計算表」などを参考にしてください。
　※収支試算表作成の基礎とした見積貸借対照表、見積損益計算書、見積キャッシュフロー計算書も可能な限り添付してください。
　※提案する事業の内容及び区分に応じ、可能であれば事業毎に作成してください。
例：「バイオマス資源受入処理・汚泥消化事業」「バイオガス有効利用事業」「汚泥有効利用事業」等

	■採算分析
	ＰＩＲＲ　※１
	（　　）％

	
	ＥＩＲＲ　※２
	（　　）％

	■ＶＦＭ向上のための取り組み

	

	■事業運営に係るリスク分析

	


※１　ＰＩＲＲ（事業内部収益率）　

事業期間を通じた事業自体の収益性・投資利回りを図るための指標。（建設費等の投資額に対して、当該事業から何％の「リターン」が期待できるかを表す指標。）
※２　ＥＩＲＲ（株式内部収益率）
　　　　事業期間を通じた出資金等（資本金等）に対する収益性・投資利回りを計るための指標。（出資者（株主等）による出資金額（金融機関からの借り入れ相当額は含まない）に対して、当該事業から何％の「リターン」（株主への配当等）が期待できるかを表す指標。）
４．安定性

	■提案技術の安定的運転の確保

	

	■最終生成物の品質確保

	

	■最終生成物の有効利用方法（複数ある場合は適宜欄を追加すること）

	利用方法の
概要①
	（生成物の内容及び量）
（利用方法）
（有効利用量）
（受入先企業）

（購入単価）
（提案年数）



	利用方法の
概要②
	（生成物の内容及び量）
（利用方法）
（有効利用量）
（受入先企業）

（購入単価）
（提案年数）



	■上記提案に際しての有効利用先の確保･担保の状況
	

	■代替利用先等の想定
	

	■災害時における対応方針
	


５．環境性
	■環境性に関する

概要
	温室効果ガスの削減量

	
	

	
	補助燃料の利用等

	
	

	
	施設供用時の臭気対策

	
	

	
	周辺環境へ与える影響


	
	


６．その他

	■提案内容の実施に関する留意事項

	

	■事業提案期間終了後の方針（事業継続or事業終了（原状回復））

	

	■バイオマス資源を受け入れる場合の、事業期間終了後の土壌汚染がないことの確認等の方針

	

	■提案の具体化に向けた本県への要望

	

	■その他

	


· 必要な説明や資料については、適宜追加・添付してください。また、出来る限り平易な記述としてください。

